
山形大学入試問題・前期 2024.3.18(月)

６ ２０２３年度 数学

（１／１）

【第６問】

原点をＯとする座標平面において，放物線ｙ２＝４ｐχ（ｐ＞０）を とする。点Ｐを

上の点とし，Ｐのｙ座標を正とする。点Ｐにおける放物線 の接線とχ軸の交点の

座標を（－ｑ，０）とする。また，点Ｐで直線ＯＰと接し，χ軸の負の部分とも接する円

を とする。点Ｐで直線ＯＰと接し，χ軸の正の部分とも接する円を とする。円

と円 の半径をそれぞれ ， とする。このとき，次の問に答えよ。

(1) 点Ｐの座標をｐ，ｑを用いて表せ。

★(2) 円 と円 の中心のχ座標をそれぞれχ１，χ２とするとき，χ１とχ２を ｐ，ｑを

用いて表せ。

(3) と をｐ，ｑを用いて表せ。

(4) 円 と円 の面積の和Ｓをｐ，ｑを用いて表せ。

(5) ｐｑ＝１－ｑ２ を満たしながら ｐ，ｑが変化するとき，Ｓの最小値と，そのときの

ｑの値を求めよ。

【入試情報】山形大学の入試問題(２０２３年度・数学)は，第１問から第６問まであり，

学部に応じて，次のように解答することが求められております。

人文社会科学部 第１，２，３問 ( ９０分)

理学部 第１，３，４，５問 (１２０分)

医学部 第１，３，５，６問 (１２０分)

農学部 第１，２，３，４問 (１２０分)

★

■今回は，第６問のうち(2)のみの解答です。（(1)，(3)，(4)，(5)は別ファイルになります。）

第６問は，「数学Ⅲ・２次曲線」からの出題です。（２０２４年度からは数学Ｃ）

■２０２３年度・第６問(2)が解けるようになる基礎教材（数専ゼミオリジナル教材）

・数学Ａ 円の性質 №５(１／５)，(２／５) Ï接線の長さ

これらの教材を学習してから入試問題（第６問(2)）を解いてみてください。

すらすらと解けることにびっくりします。

＊数専ゼミの高校数学教材は，山形大学医学部の入試問題にフォーカスをあてて作成してあ

ります。だから，この教材を学び切ることで，医学部の入試問題を解く力が自然に身につ

きます。

（次のページへつづく）Æ
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□□【山形大学入試問題・前期 ２０２３年度・第６問 (2)】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

【考え方】(2) ｐ，ｑはどこにある？ Ï［答 案］の図を参照。

(1) の利用 → Ｐ であるから，ｐ，ｑは点Ｐの座標にある。

ｐ，ｑ，すなわち点Ｐはχ１，χ２とどのように関係つけられているか？

「円の接線」という条件から，「円外の１点から円に引いた２本の接線の長さは

等しい。」という性質を使う。(一般的な性質）

この問題では，この条件は，次の形で与えられている。

Ｑ１(χ１，０)，Ｑ２(χ２，０)とおく。

点Ｏから接点までの距離は等しいから，ＯＱ１＝ＯＰ，ＯＱ２＝ＯＰ

点Ｐ より，三平方の定理使って，ＯＰの長さが求まる。

ＯＱ１＝χ１，ＯＱ２＝χ２であるから，χ１，χ２はｐ，ｑを用いて表すことが

できる。→具体的には，［答 案］を参照。

(2) 円 と円 の中心のχ座標をそれぞれχ１，χ２とするとき，χ１とχ２を ｐ，ｑを

用いて表す。

０ （定義）

Ｑ１(χ１，０)，Ｑ２(χ２，０)とおく。

点Ｐからχ軸に垂線ＰＨを引く。

１ （ＯＰの長さを求める）

・円外の１点からその円に引いた接線の長さは

等しいから，

ＯＱ１＝ＯＰ，すなわち χ１＝ＯＰ

ＯＱ２＝ＯＰ，すなわち χ２＝ＯＰ

・△ＯＨＰに三平方の定理を適用して，

点Ｏ(０，０)，点Ｐ より，

ＯＰ＝

２ （χ１，χ２をｐ，ｑで表す）

よって，

χ１＝－

χ２＝

★

【注】山形大の問題は，ほとんどが，前の問の結果をうまく取り込むことで，次の問題が簡単に

解けるように作問されています。

この技術をうまく使えるようになることが高得点を取る秘訣です。
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